
取組名
（　　） 計画時 目標 事業実施後

(平成17年 (平成18年 (平成18年
36.9%

(20.5%)

37.9%

(21.5%)

40.9%

(25.0%)

400%

(450%)

400%

(450%)

　　　４.｢担い手への農地利用集積の促進｣については、集積対象者から｢市町村が今後育成すべき農業者｣を除いた数値を下段に（ ）書きで記載している。

　農用地の利用調整活動により、担い手への利用集積
率は年々増加し、今年度は４.５％増となった。
　次年度以降も引き続き、農地のあっせん活動等担い
手への利用集積に向けた取組を推進するとともに、出
し手農家の掘り起こし活動を強化する。

（注）１.産地競争力の強化を目的とする取組名欄の（　　）内には、対象作物・畜種等名を記入する。
　　　２.複数の項目を成果目標として掲げている場合、成果目標の達成率は、それぞれの項目の達成率の平均値とする。
　　　３.都道府県による評価結果（所見）には、目標達成状況を踏まえた都道府県としての評価の結果を記載するとともに、達成率が低い場合には、その要因分析及び今後の対応方針等

経営力の強
化

担い手への農地の
利用集積の促進

農地利用
集積の推
進

担い手に対する農地利用集積
率を１％引き上げ

国による
評価

都道府県事業実施計画評価報告書（推進事業）
（都道府県名：富山県）

政策目的 政策目標 成果目標の具体的な内容
目標数値

都道府県による評価結果（所見）
達成率



事業実施主体等取組評価報告書（経営力の強化を目的とした推進事業）

（都道府県名：富山県）

成果目標（Ａ） 事業内容（計画）
成果目標に対する
成果実績（Ｂ）

事業実績

経営力の強
化

担い手への
農地利用集
積の促進

富山県
富山県農
業会議

集落農地利用
調整

現在36.9%の担い
手への農地利用
集積率を37.9%に
引き上げ

(現在20.5%の担
い手への農地利
用集積率を21.5%
に引き上げ)

・企画検討会の開催
・優良事例調査の実施
・優良事例集の作成・配布

担い手への農地利用集積率
40.9%

(担い手への農地利用集積
率25.0%)

・企画検討会の開催(H18.7)
・優良事例調査の実施
・優良事例紹介、相互研鑽会の開催(H19.1)
・優良事例集の作成・配布（720部）

400%

(450%)

　農用地の利用調整活動により、担い手への利
用集積率は年々増加し、今年度は４.５％増と
なった。
　次年度以降も引き続き、農地のあっせん活動
等担い手への利用集積に向けた取組を推進する
とともに、出し手農家の掘り起こし活動を強化
する。

400%

(450%)

（注）１.「都道府県による点検評価結果（所見）」には、都道府県としての事業実施主体ごとの目標達成状況に関する評価を記載するとともに、目標未達成の場合には今後の改善指導方策を記載する。

　　　２．複数の項目を成果目標として掲げている場合、成果目標の達成率は、それぞれの項目の達成率の平均値とする。

　　　３．成果目標として定性的なアウトカム目標を設定している事業主体については、「目標達成状況（B/A)」欄は「－」とする。

　　　４．「担い手への農地利用集積の促進」については、集積対象者から「市町村が今後育成すべき農業者」を除いた数値を下段に（）書きで記載している。

政策目的 政策目標
市町村名

（又は地区名）
事業実施
主体名

国による
評価

都道府県による点検評価結果（所見）取組名

計画策定時 事業実施後（目標年度）

目標達成
状況B/A
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